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（環境設計部：藤井公平）河口湖ステラシアターに可動屋根を増設
基本データ

所在地／山梨県南都留郡

        富士河口湖町船津5 6 0 4 -1外

発注者／富士河口湖町

主要用途／観覧場

設計／建築・外構

敷地面積／2 4 ,8 7 7 .1 7ｍ2

建築面積／3 ,9 3 5 .8 4ｍ2

延床面積／4 ,8 7 0 .4 3ｍ2

構造・規模／

RC +S　地下1階、地上3階建て

基本計画／

2 0 0 5年1月～2 0 0 5年9月

基本設計／

2 0 0 5年1 0月～2 0 0 5年1 2月

実施設計／

2 0 0 6年1月～2 0 0 6年5月

施工期間／

2 0 0 6年6月～2 0 0 7年6月

受賞暦／

平成1 9年度JAFRAアワード

（総務大臣賞）

1.人にやさしい環境づくり

外部は耐久性、耐候性に配慮した仕上材とし、内部は木材を

多用し温かみのある室内としています。

2.園児との関わりと安全管理を重視した先生の拠点

先生と園児達の関係を空間計画の中で最優先し、園児と身

近に関わることが出来る位置に職員室を設けました。

3.多様な体験ができる環境づくり

めまい体験や近道、広場などの変化に富んだスポットを連

携する回遊動線（遊環構造）を動線計画の中心としています。

半円形の野外劇場に増設する水平スライド式可動屋根

本プロジェクトは、平成8年にオープンし、その後多くの音楽イベントの拠点となった野外劇場「河口湖ステ

ラシアター」に、水平スライド式の可動屋根を架け、当劇場を全天候対応型に改良したものです。既存半円形

劇場は、その直径が7 2ｍ、収容人数は約3 0 0 0人です。可動屋根は、既存観覧席周壁の上部に、1 . 8ｍ程度の空

きをとって設置し、野外劇場としての特徴である開放感が保たれるようにしています。外周部分を固定屋根

とし、中央の奥行き2 9 . 4ｍ×幅4 0 . 0 m≒1 , 2 0 0㎡の部分が南北方向にスライドして開閉する可動屋根です。

可動屋根は安全性に配慮し、速さ3ｍ／分で水平に移動し、開閉に要する時間は片工程で約8分です。

既存躯体を最大限活用した合理的構造による屋根架構

架構全体は鉄骨トラス構造により構成しています。構造計画としては、4本の独立柱を設け、それを南北方向

に繋ぐ幅3 . 6ｍ×高さ3 . 2ｍのトラス梁2組を設けて、その間を可動屋根、周囲を固定屋根としています。新設

独立柱は、主に垂直方向の荷重に耐えるものですが、さらに既存本体構造を活用した外周部1 4本の柱や、3 6

本の方杖により、地震時の横揺れに耐えるように設計しています。こうすることで、屋根の支持スパンを小さ

くすることができ、各部材をより合理的な断面にすることが可能となり、トラス梁の高さを抑え、架構体その

ものの高さを抑えることにも成功しました。

富士箱根伊豆国立公園内における景観に配慮した施設

この施設は、富士箱根伊豆国立公園内に位置しています。周辺には緑地が整備され、増築する施設の屋根が景

観上も周辺に馴染むものとなることが求められました。そのため屋根材や鉄骨の色彩計画としては、チャコ

ールグレーを主体とした抑制した表現とし、高さも地面より1 5 m以下とすることで、周辺に対し威圧感のな

い施設としています。

屋根の増設による上演演目の多様化と、既存部分の改修

屋根を増設することにより、全天候型の施設となり、以前の露天劇場時と比較して、より多くの演目の開催が

可能となりました。その点も念頭におき、可動屋根の増設工事と並行して、今までの使用で問題となっていた

部分、施設仕様として不足であった部分等も予算内で可能なかぎり改修を行いました。そしてより使いやす

い施設となるように、施設運営側とコミュニケーションを密にとり、整備計画、施工監理に努めました。

小イベントも行える前庭広場空間の創出

改修項目の1つとして、施設北側の前庭の整備が挙げられます。この前庭は、イベント時に観客のためのホワ

イエのような場所となりますが、今回の改修では、以前あった築山を撤去し、より広い平場を確保すると同時

に、外灯を更新、前庭の中央に高木を植栽するなどして、機能性と快適性を向上させるための整備を行いまし

た。整備後は、小イベントなども行える広場的空間して活用されています。

コンセプト

設計にあたり、施主から全部取り壊して建て替えるのではなく、一部既存紙園舎を耐震改修して利用

することは出来ないかと要望がありました。既存園舎のどの部分を耐震補強することがデザイン的に

も機能的にもコスト的にもメリットがあるのか検討を重ね、既存保育室6教室を耐震改修し、遊戯室、

事務室、預かり室等の諸室を新築する計画となりました。耐震フレームを利用した中廊下や庇を設け

ることで新園舎との連続性、回遊性をもたせることが出来ました。

施主からの要望

「ふれあいの森」と一体的な「たけのこホール」

既存園舎の位置の制約と園庭を狭くしたくないという施主の思いから敷地を拡張しました。拡張した

敷地には遊戯室「たけのこホール」と自然・農体験ができる「ふれあいの森」を計画しました。敷地北側

には立派な竹林が広がっています。これまで竹林は建物で分断されていましたが、園地に溶け込むよ

うにふれあいの森を計画しました。また、たけのこホールのステージはふれあいの森と一体的に計画

しており、ステージのガラス扉を全開放すると屋外ステージとしても利用できます。

ふれあいの森は植栽と一部設備をのぞいてすべて園児のお父さんたち「里山クラブ」によるによる手

作りです。田んぼや丸太のベンチ、丸太の小道など私達スタッフも製作に参加させて頂きました。

収納スペース確保

設計時に教材庫に物が入りきらなくて困っているという話を伺いました。幼稚園は普段使う教材だけ

でなく、運動会や盆踊りなど行事用の道具に溢れています。収納スペースについては何度も打合せを

行いました。壁面収納を多様し出し入れしやすく、整理しやすい収納をたくさん設けました。

設計のプロセスや工夫など（苦労した点も含め担当スタッフの思い等）

植栽計画とサイン計画

園舎はたくさんの木々に囲まれているので、新しい部屋の室名を植物の名前にすることを提案しまし

た。そして各室からその室名の植物を眺めることが出来るよう植栽計画を行いました。

絵本広場

さつき幼稚園には絵本がたくさんあります。絵本の表紙を見せて飾る棚を廊下に面して設けました。

ロフトや読み聞かせのコーナーなども設けています。

外構、インテリア、備品、家具、サイン等

たけのこホール 屋外ステージ たんぼ作り

デッキテラス 絵本広場 ふれあいの森 ふれあいの森

施設全景

鉄骨建方の様子

施設内観（客席から舞台を見る：屋根開状態）

施設内観（舞台横から客席を見る：屋根開状態）

屋根閉状態

屋根伏図

（開状態）

屋根伏図

（閉状態）

舞台側から見た屋根開閉の
シミュレーションCG

屋根閉状態

屋根開状態

『EDI REPO RT』では、竣工物件のプロジェクト概要と、設計・監理時の配慮点などについて

随時、設計担当者からご報告していきます。


